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最高の夏休みを                           生活指導担当主幹教諭 石神 晋哉 

２０２０年、夏。本来ならば、今ごろ東京オリンピックの真最中で、

日本選手団の活躍に日本中が歓喜をあげているはずでした。しかし、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、新しい生活様式での生活を

余儀なくされています。新規感染者数も増加しています。 

「今年の夏は何もできない」そんな声もあちらこちらから聞こえてき

そうですが、３月から５月の臨時休校期間を思い出してください。様々

な制約がある中で、毎日の生活を工夫し、この期間だからこそ気付けた大切なことがたくさんあったは

ずです。新しく挑戦したこともたくさんあったはずです。３か月という長い自粛生活を乗り越え、学校

再開後も様々な変化に臨機応変に対応しながら、感染症予防にも気を遣い、ここまでやってきたのです。

そんな自分たちに自信をもち、休校期間で培った「経験」を最大限に生かして、夏休みを過ごしてくださ

い。これまでの夏休みとはひと味違った形の、「最高の夏休み」になることを願っています。 

「こだろくノート」の取組について               進路学習担当主幹教諭 大原 一哲 
昨年度から全校体制で始めた「こだろくノート」の取組が２年目を迎えました。今年度は、コロナウイ

ルス感染拡大に伴う臨時休業によるスタートで、何事も手探りの状態でした。こうした中、入学式の在

校生代表の言葉にもあったように、「こだろくノート」に１年後の大きな目標を記入し、１週間の目標や

振り返りなど記入をしながら、４月当初から計画的に充実した生活を進めていこうとする２・３年生徒

の姿が見られました。また、１年生も配布したプリントやメールを頼りに「こだろくノート」の記入をは

じめ、５月の相談登校日には自分なりに生活を充実させていこうという姿を「こだろくノート」の記入

やその様子から感じ取られました。 

提出物や持ち物、時間割、１日の学習・運動時間を毎日記入し、一週間の振り返りも記入することで、

「書く、記録する習慣」「時間を意識する習慣」「振り返る習慣」を身に付け、自ら学び、考え、行動で

きる生徒を育てたい、という思いから始まった取組が少しずつ六中生に浸透してきています。今年度は、

毎朝８時２５分からの朝読書の時間のうち、月曜日と金曜日の朝の時間を「学年タイム」として、週の目

標や振り返りを記入する時間としました。また、週一回程度「こだろくノート」を使って担任とのやり取

りにより、励ましやアドバイスなどをもらい自分を見つめ直していけると思います。 

もちろん、この「こだろくノート」をやったからといって、急にテストの成績が上がるわけではありま

せん。急に生活が改まる魔法のツールでもありません。早寝早起きの記録をとり続けてそれを見つめ直

す段階の生徒、家庭学習を開始した時間を記録する生徒、毎日の復習内容の記録を始めた生徒、学校と

習い事の両立を見つめ直している生徒、大きな目標に向けて毎週の PDCA＜Plan（計画）→ Do（実行）

→ Check（評価）→ Act（改善）＞サイクルが始まっている生徒など多様です。生徒の発達段階にあわせ

て、一つ一つ指導・支援していきます。 

結びに、この「こだろくノート」の取組は、今年度から始まった「キャリア・パスポート」とともに生

徒一人一人の中学時代の記録になっていくことでしょう。１年間終わったところで、通知表や卒業アル

バムと一緒に大切に家で保管していくと、この先何があるかわからない時代の中で、自分の記録が励み

にもなると思います。 



 

小平市教育委員会からのお知らせ 

部活動顧問一覧 

校内点描 

 

 

 

 

生徒の活躍 

「心にしみる短詩」一般の部 佳作 越野 光琉さん、浜中 音々羽さん、前野 彩七さん 

 

 

 

 

特別支援教室「上水学級」担当教員の紹介 
６月から特別支援教室「上水学級」の試行が始まりました。上水中学校から３名の先生にお越しいただ

いております。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

８・９月の主な予定 
８月２４日（月）始業式 

２８日（金）給食始 

３１日（月）全体集会、教育実習始 

９月 ３日（木）内科検診 

   ４日（金）各種委員会 

８日（火）耳鼻科検診 

９日（水）教科等研究会（午後カット） 

１１日（金）眼科検診、漢字検定 

１４日（月）生徒集会    

１８日（金）教育実習終 

１９日（土）土曜授業 

 
 

「中学校特別支援教室の全面実施に伴う保護者・市民向け説明会」の開催について 

～中学校の「情緒障がい等通級指導学級」が「特別支援教室」に変わります～ 

小平市教育委員会では、東京都のガイドラインに基づき令和２年度から令和３年度にかけて中

学校に特別支援教室を導入します。令和３年度は次の中学校において特別支援教室での指導を開

始します。 

拠点校 巡回校 

小平第四中学校 小平第一中学校 

上水中学校 小平第三中学校、小平第六中学校、花小金井南中学校 

つきましては、現在通級指導または巡回指導を利用している生徒の保護者及び特別支援教室に

関心のある保護者・市民の方を対象に、次のとおり「特別支援教室の導入に伴う説明会」を開催し

ますので御案内いたします。 

開催日 開始時刻 会 場 

８月３日（月） 午後３時から４時まで 小平市福祉会館 ３階 第１集会室 

（内容）・特別支援教室の概要について 

・特別支援教室における指導について 

 

今年度、火曜日に巡回指導させていただくことになりました。特別支援教室では、生徒に寄り添

い、それぞれの強みを伸ばせるよう毎週の授業に取り組んでいきます。微力ではありますが、生徒の

成長をお手伝いできるよう努めていきたいと思います。１年間どうぞよろしくお願いします。 

武内 かおり 

毎週火曜日に六中に来ています。六中までは歩いて、景色を楽しみながらいつも向かっています。

昼休みや掃除の時間に生徒のみなさんとすれ違うと、元気にあいさつをしてくれて、とてもうれしく

思っています。これからもよろしくお願いします。               石黒 裕希 

教科は国語です。動物好きなので、巡回するたびに玄関前の亀を見るのが楽しみです！六中はとて

も元気に挨拶してくれる生徒が多く、いつもパワーをもらっています。１年間よろしくお願いしま

す。                                    藤谷 裕也 


